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令和７年８月１９日亀岡市教育委員会会議録 

 

 

１　開会　　午後３時１５分 

閉会　　午後３時３８分 

 

２　出席委員 

川　勝　哲　也　教育長 

北　村　真　也　教育長職務代理者 

末　永　礼　子　委　員 

出　藏　裕　子　委　員 

秋　山　伸　夫　委　員 

松　浦　千　弘　委　員 

野々村　誠　一　委　員 

 

３　欠席委員 

　なし 

 

４　出席事務局職員 

中　川　秀　和　教育部長 

飛　田　　　祥　次長兼総括指導主事 

数　井　智　之　教育総務課長 

今　西　恵　一　学校教育課長 

黒　田　貴　子　学校教育課教育支援担当課長 

小　林　秀　範　社会教育課長 

森　岡　智　子　社会教育課人権教育担当課長 

岩　崎　盛　雄　学校給食センター所長 

西　山　　　寛　図書館長 

大　石　利　之　みらい教育リサーチセンター所長 

榎　本　祐　輔　教育総務課総務係長 

 

５　傍聴者 

１名 

 
６　議事の大要 

（１）開会 

○教育長が開会を宣言。 
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（２）前回会議録の承認 

令和７年７月１５日に開催した定例会の会議録を確認し承認した。 

 

（３）教育長からの報告 

○教育長から以下の報告があった。 

◎亀岡市関係 

 

◎国・府等の関係 

 ・７月１５日に臨時の小・中・義務教育学校長会議を開催し、教職員のコ

ンプライアンスの徹底などについて指示した。 

・７月１６日から１９日にかけ、（仮称）かめおか“グローバルスクール”

プロジェクトの現地視察を行った。 

・７月１９日、第７５回“社会を明るくする運動”市民中央集会参加。 

・７月２１日にウクライナ・トルスカヴェーツ市友好記念シンポジウムに

参加した。 

・７月２２日、馬路町及び南つつじケ丘の地域こん談会に出席した。 

・７月２３日、夏の交通事故防止府民運動街頭啓発活動出席。 

・７月２３日、千歳町地域こん談会に出席。 

・７月２４日、篠町及び本梅町地域こん談会に出席。 

・７月２５日、保津町及び大井町地域こん談会に出席。 

・７月２５日、令和７年度第１回亀岡市社会教育委員会議にて新規の委員

に委嘱状を交付した。 

・７月２８日、旭町地域こん談会に出席。 

・７月２８日、「市長・教育長と語ろう！～かめおか教育意見交換会」を開

催し、不登校を課題に教職員との意見交換を行った。 

・７月３０日、令和７年度第２回亀岡市防災会議出席。 

・７月３０日、千代川町地域こん談会出席。 

・７月３１日、千代川小学校が全国自転車大会に出場するにあたり、激励

を行った。 

・７月３１日、日本赤十字社京都府支部有功会亀岡市地区支会設立５０周

年記念式典に出席した。 

・８月２日、第１回国際安全都市アジア市民大会ｉｎ京都・亀岡 第１１回

アジア地域セーフコミュニティ会議に参加した。 

・８月４日、近畿・全国大会に出場する生徒の激励会を行った。 

・８月４日、西別院町地域こん談会に出席。 

・８月５日、ウクライナナショナルデーイベント出席のため、大阪・関西

万博会場へ出張した。 

・８月６日、亀岡大踊り大会参加。 

・８月７日、第７４回亀岡平和祭 平和祈念式典出席。 

・８月１４日、佐伯灯籠参加。

 ・７月２９日、京都府市町村教育委員会連合会 三役会で予算要望を行った。 

・８月１２日、令和７年８月管内教育長会議及び府教育委員会幹部懇談会

に出席した。
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（４）議　事 

 

○第２号議案について教育総務課長が議案説明を行った。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、令和６年度に実施

した事務事業の執行状況等について点検・評価するもので、過日、３人

の外部委員を交えて点検・評価を行った結果を取りまとめた。外部委員

から、全体的には、事業の展開について、概ね前向きな評価と今後のさ

らなる工夫と発展に期待の声をいただいたところである。開会中の市議

会定例会９月議会に提出を行い、公表を行おうとするもので、その承認

を求めるものである。 

 

○第３号議案、第４号議案及び第５号議案について学校教育課長が議案説明

を行った。 

 

第３号議案と第４号議案について説明する。現在、市立小学校と義務教育学

校前期課程で使用している教科用図書については令和５年度に、また、市立

中学校と義務教育学校後期課程で使用している教科用図書については令和

６年度に、それぞれ南丹地区教科書採択協議会で協議採択されたものであり、

令和８年度についても今年度使用分に引き続き、同一の教科用図書の採択を

求めるものである。 

第５号議案について、特別支援学級においても基本的に、検定教科書を使用

することが原則となっているが、児童生徒の状況により検定教科書を使用す

ることが適当でない場合、これに代わる適切な一般図書を使用することが可

能となっており、各学校での検討の結果、令和８年度については資料に示すと

おり、城西小学校と南桑中学校のそれぞれの学年において、検定教科書に代

わり一般図書を教科用図書として採択を求めるものである。 

 

 

 議案番号 件　　　名

 
第２号議案

令和７年度（令和６年度対象）亀岡市教育委員会点検・評

価報告書の作成について

 
第３号議案

令和８年度使用小学校及び義務教育学校前期課程教科用図

書の採択について

 
第４号議案

令和８年度使用中学校及び義務教育学校後期課程教科用図

書の採択について

 
第５号議案

令和８年度使用教科用図書（特別支援学級用）の採択につ

いて



4 

〇第２号議案について、原案どおり承認した。 

〇第３号から第５号議案について、原案どおり承認した。 

 

（５）報告事項 

 

○各課長等からの報告を受けて、委員から次の質問・意見があった。 

＜「亀岡市子どもの権利の日」の取組について＞ 

 

〇次回の教育委員会について案内 

日時：９月１６日（火）１４時から 

場所：教育委員会室 

 

（６）閉会　　 

　　○教育長が閉会を宣言 

以　　上 

 

 ① 「亀岡市子どもの権利の日」の取組について [社会教育課] 

② 令和７年度１０月教職員研修講座のお知らせについて  

[みらい教育リサーチセンター]

 出　藏　委　員 

 

 

 

末　永　委　員 

 

 

 

 

 

 

北村職務代理者 

 

 

 

 

 

 

教　育　長

子どもの権利について考える中で、資料にある４点のう

ち、３つが生きる、のびのび育つ、意見を言うことや参

加するといった能動的な権利だと認識し、全員で共有し

ていきたい内容だと改めて感じた。 

以前は子どもがイラストを入れ、リーフレットにして低

学年、高学年、中学生用の３種類をつくって配布してい

たが、今回はタブレットに配信されるということで、い

つでも見られるのはよいことである。自分の権利は何か

を知っておくことは必要で、権利は自分だけでなく友達

などすべての人にあることを認識する大切な取組である

と考える。 

子どもに向けて啓発する部分、同様に教職員に向けての

部分、教育委員会に向けての部分もあると思う。校則が

子どもの権利に整合されているかという論点があっても

よいかと思うし、教職員が児童生徒に注意するときは権

利に触れていてはならないし、高圧的ではない生徒指導

が求められる。今回のように、子どもたちが振り返る機

会があることはよいことである。 

周りの大人がどのように意識するのかが大切であり、校

則の適正な在り方については、時代にあった生徒指導を

見極める中で今後検討の場をもっていきたい。
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○委　　　　　員 

 

 

 

○委　　　　　員 

 

 

 

○委　　　　　員 

 

 

 

○委　　　　　員 

 

 

 

○委　　　　　員 

 

 

 

○委　　　　　員 

 

 

 

○教　　育　　長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　（調整者　教育総務課長　　　　　　　　　　　）


